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試験概要   ■ 試験日         平成 23年 6月 7日～17 日  ※試験日までの間は、10℃以下で冷蔵保存。    ■ 試験場所       財団法人 広島県環境保健協会             ■ 測定条件             ハンディ pH メーター D-53S （㈱堀場製作所製）                   高濃度有効塩素濃度計 RC-2Z （笠原理化工業㈱製） ■ 検体              酸性電解水 【pH 2.85  有効塩素濃度 40ppm】 ■ 試験菌         ①大腸菌 O-111 ②カンピロバクター・コリー  ■ 目的           大腸菌 O-111 とカンピロバクターに対して、ESS で生成された酸性電解水が、殺菌 効果を有するのか測る為。 ■ 試験方法        検体を菌液に接種し、5分間放置する。試験液として 5分後に培地培養する。37℃ 72 時間培養して、菌数を計測する。なお、誤差を無くすために、検体を 3回に分けて            培養する。 ■ 結果          酸性電解水に菌液を接種 5分後、大腸菌 O-111 及びカンピロバクターは、検出限界 以下になった。※添付資料参照   ■ 考察      酸性電解水は、大腸菌 O-111 及びカンピロバクターに対しての殺菌効果が認められ た。またその他属性を共にするものに効果があることが見込めるものと考える。     ■ 補足 大腸菌 O-111 （特徴） O-111（オーイチイチ）は、O抗原が 111 番の大腸菌である。加熱の不十分 な食材から感染し、100 個程度という極めて少数の菌で発症し感染症・食中毒をおこ す。そのため感染者の便から容易に二次感染が起こる。この菌はベロ毒素を作り出す。 ベロ毒素は、大腸の粘膜内に取り込まれたのち、リボゾームを破壊し蛋白質の合成を 阻害する。蛋白欠乏状態となった細胞は死滅していくため、感染して 2～3日後に血 便と激しい腹痛（出血性大腸炎）を引き起こす。 カンピロバクター （特徴）カンピロバクター（Campylobacter）は、ヒツジやウシの流産菌としてのほか 人畜共通疾患の原因菌として知られていたが、最近はむしろ集団下痢症食中毒の原因 菌として注目されている。ラセン菌科に属するグラム陰性桿菌で、1×1～5μｍ（マイ クロメーター）の大きさで、菌の一端または両端に１本の鞭毛を持ち、運動性がある。 芽胞は作らない。家畜、家禽、野生動物の腸管内に広く分布している。  
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